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の一部車両を指定している。給水指定駅は磁力その数を滅じ，

設備の能力を強化して完全給水が行われることが望ましい。

一般列車では 250-300km ごとに， 優等列車に対しては 100

-20ðkm ごと に補給水するのが適当と思われる。

これらに対する設備として，客車区の洗じよう線の全長， 始

発駅出発線の列車すえ付位置， およひ.途中給水駅着発本線の列

車停止位置に，線路にそって 20m 間隔に給水栓を設ける。これ

に迎なる主配管は， なるべく多く の車両に同時給水ができるよ

う内径 4 イ γチ以上とし，給水栓(せん)の径は客車水槽受口と

同じく1.5 インチとする。給水栓と客車水槽受口を連絡するゴ

ムホースの長さは 10m 余を必要とし，取付口は一般につけはず

しの便利な町II号式コッ F を使用する。

答:JIi給水設備はその性質上衛生を重んじなければならない。

したがって給水後は， まくら木天端上 250 mm の高さに出し，

コソ クリートの粋 (わく)を設け， 主主(ふた)を備えるほかプムホ

ースを収納しておくため，もより箇所に絡納絡を設ける 。 (1'1" 111

陵)

き ゃく し ゃ キロ 客車キロ 客車の同数に走った距離を乗じ

たものを客車キロとし、し 、，答率キロはさらに現JIiキロと換算キ

ロ にわかれる。現JIiキロは答率にいろいろの傾類があるが，こ

れらをすべて 1 車として計釘ーしたものであり，換算キロは *車

両換算法による換算で計算したものである。換算キロはおもに

運転成績をみるのに使用され， 現事キロは輸送計画上の資料と

して使用される。

答率キロ を~Ili丙数で除せば，客ll1 1 車平均走行キロが l:B る

が， これで客車の運用効率がみられる。客1111 車平均走行キロ

が大きくなれば客車数は少なくてすむ。答率キロで山花客輸送人

キロを除せば 1111 1 キロ平均輸送人員がtl\るが， これは l 市平

均の負担量すなわち混雑度を示すものである。この l 平 1 キロ

平均輸送人員に 1 列車平均の連結同数を爽ずれば， 1 列車 1 キ

ロあたりの輸送人員がl1=li\ される。 1 列車 1 キロあたりの輸送

人員で年間汽車旅客人キロを除せば，年間の必要列111キロが求

められ，これを 1 日平均すれば 1 日の必要運転キロが出る。 こ

のように客車キロは客車の新造計画，配低青|函Iあるいは列車の

運転キロの算出等愉送計画上に広く使用される。(太間労)

きゃくしゃく 客車区 国鉄の鉄道管FJI局の現業機関。そのお

もな担当業務は，答率および蓄電池俄総の検査 ・ 修繕および整

備である。ただし電車の検査 ・ 修繕および整備については，電

車区害事の担当となっている。そしてその検修業務は所定によっ

て列車検査・仕立検査・局部検査 ・ 臨時検査および巡l伝検査を

行うことにな っ ており ， 客車区で行わない一般検査その他の検

査および修繕は， 受持工場で担当することになっている。

客車区はもとの車電区と検JIi区の客JIi関係の担当業務を一元

化し，これを合FJI的かっ能率的に運営するために設置された機

関であって， 客貨IIi区 ， :l:'{ltI区とともに昭和 25 ・ 2 にまず北海道

においてテストケースとして突施し，のち昭和1 26 ・ 4 にこれを全

図的に鈍行するに至ったものである。その数は 11 で， 背函船舶，

1M!:岡，高崎，東京，大阪， 阿山，広島および門司の各鉄道管理

局に置かれている。本区を置く程度に歪らない地区には支区が

置かれ，青函局を除いて各局にある。

~車区には客車区長が置かれ，鉄道管理局長の指慨を受けて

支区長，助役，事務掛， ~年貨車検査掛，車両掛， 修車掛， 自動

車運転士， 諸機掛，整備指導掛，整備掛を指j山正督し ， 客IIi区

に属する一切の業務を処理している。これらの職員を答率区従

~~員 といい，約 2，200 人いる。(宮成正直)

き伊くし e こ 客車庫 (英) passenger car sh ed 客車は列
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事としてある一定の巡転を終える と客車区線に入れ， 検査 ・ 修

繕およびrti帰されてつぎの任務に

つく ま で儲舵線に収容されるが客

車の検査 ・ 修繕および収容の目的

で設けられた車庫を客車庫という。

客車庫は雨雪のはなはだしい地方

に設けられる i必合が多 L、。その目

的によって車庫自体の大きさも内

容も異なるが仕立検査 ・ 収容を目

的とした車庫においては編成単位 客車庫(大井工j品お召 Jli収容師i)

で l収容できる大きさのものが望まれるし，修繕を目的とした111

障は最大同時修繕111数を収容できる ものが必裂で， 普通 2-5 丙

程度のものが設けられる。
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物工11航送という。ー」車両;tt送設備。 (関披偵ー)

き p くし p せんじようせつぴ 客車洗じよう設備 (英)

Passenger car washing facilities 客貨車区において客車の大

姉除を行うに必要な設備。旅客:の乗車する客車はつねに消潔に

f~lたなければならないから ， 随時清掃されている。運転中や終

着駅の到着線での簡単な消抑を小掃除と呼んでいるのに対して，

答率区内の一定の設備を有する線で行う車両内外のrm芥 (じん

かし、)の排除や洗じようを大掃除と呼んでいる 。

客車の大柿除は編成単位で施行するのが原則であり 1 編成

の回帰走行キロは運転距離や地方の状況，磁道の有無多少によ

っ て幾分地滅されるが， だいたい 500 km を標準としてい る。

1 客111大掃除編成数

答率の大姉除編成数は，その答率区の受持範囲および列車回

数で自然に定まるものであるが，一般に次式で算出される。

B+C 
M=A+一百一

M: 1 日平均大掃除施行綱成数

A: 大布il除受持本編成数

B: 大柿除受持付属編成車両数

C: 予備車両数

N: 木鮒!点中最大雨数

ただし M が l 未満の場合は 1 に切 り上げ， 1 以上の場合小数

点以下は四姶五入とする。

2 答JI1洗じよう設備




